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イ
ン
ド
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、

三
月
二
五
日
か
ら
全
土
封
鎖
を
行
う
中
、
感
染
者
が
増
え
続
け
て
い

る
。
長
期
の
外
出
制
限
に
疲
弊
し
た
国
民
が
社
会
的
距
離
な
ど
を
軽

視
す
る
行
動
が
増
え
、
こ
れ
ま
で
の
努
力
が
水
泡
に
帰
し
か
ね
な
い

事
態
が
続
出
し
て
い
る
。
強
い
指
導
者
、
ナ
レ
ン
ド
ラ
・
モ
デ
ィ
首

相
と
国
民
が
試
さ
れ
る
正
念
場
は
こ
れ
か
ら
だ
。

早
か
っ
た
全
土
封
鎖
、
少
な
い
感
染
者
・
死
者

　

イ
ン
ド
で
初
め
て
感
染
者
が
確
認
さ
れ
た
の
は
一
月
三
〇
日
。
政

府
は
隔
離
を
徹
底
し
、
矢
継
ぎ
早
に
対
策
を
取
っ
た
。
水
際
対
策
を

強
化
し
、
感
染
者
が
数
人
だ
っ
た
三
月
三
日
、
イ
ン
ド
に
入
国
予

定
だ
っ
た
日
本
人
ら
に
発
給
し
た
ビ
ザ
（
査
証
）
を
無
効
に
し
た
。

二
二
日
に
は
国
際
線
受
け
入
れ
を
停
止
し
た
。

　

感
染
者
が
五
〇
〇
人
台
だ
っ
た
三
月
二
五
日
、
三
週
間
に
わ
た
る

全
土
封
鎖
を
始
め
た
。
医
療
従
事
者
ら
必
須
労
働
者
を
除
き
、
国
民

は
外
出
禁
止
と
な
り
、
経
済
活
動
は
止
ま
っ
た
。
食
料
の
買
い
出
し

は
認
め
た
が
、
国
内
線
や
鉄
道
、
バ
ス
を
止
め
、
出
稼
ぎ
労
働
者
ら

の
帰
郷
も
禁
じ
た
。
外
出
禁
止
を
破
る
と
、
警
察
官
が
罰
と
し
て
腕

立
て
伏
せ
や
ス
ク
ワ
ッ
ト
を
強
制
し
た
。

　

比
較
的
早
い
段
階
か
ら
厳
し
い
措
置
を
取
っ
た
の
は
、
一
三
億
人

が
密
集
し
て
暮
ら
し
、
医
療
体
制
が
脆
弱
だ
か
ら
だ
。
二
〇
一
八
年

五
月
発
行
の
英
医
学
誌
「
ラ
ン
セ
ッ
ト
」
は
、
イ
ン
ド
の
保
健
医
療

読
売
新
聞
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
支
局
長

小
峰 

翔

い
ち
早
く
厳
し
い
封
鎖
措
置
に
踏
み
切
っ
た
モ
デ
ィ
政
権
。

だ
が
、
宗
教
行
事
や
市
民
生
活
の
密
集
が
解
消
で
き
ず
、

経
済
活
動
を
再
開
し
苦
境
を
し
の
ぐ
ジ
レ
ン
マ
に
陥
る
。

国
民
の
不
満
は
溜
ま
り
、
政
権
運
営
が
揺
ら
ぐ
可
能
性
も
。

こ
み
ね　

し
ょ
う　

二
〇
〇
九
年
入
社
。
金

沢
支
局
、
国
際
部
、
東
京
社
会
部
、
一
九
年

二
月
か
ら
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
特
派
員
。
イ
ン
ド

を
含
む
南
ア
ジ
ア
地
域
を
担
当
す
る
。

イ
ン
ド

コ
ロ
ナ
禍
の
世
界　

試
さ
れ
る「
強
い
指
導
者
」と
国
民
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の
充
実
度
は
世
界
一
九
五
の
国
・
地
域
の
う
ち
一
四
五
番
目
だ
と
指

摘
、
モ
デ
ィ
氏
も
「
一
三
億
人
の
イ
ン
ド
に
は
ほ
か
に
選
択
肢
は
な

い
。
こ
の
戦
い
は
生
き
る
か
死
ぬ
か
だ
」
と
演
説
し
た
。
感
染
爆
発

が
起
き
れ
ば
、
抑
え
込
む
の
は
難
し
い
と
の
認
識
は
、
政
府
や
専
門

家
の
間
で
共
通
す
る
。

　

封
鎖
は
四
月
一
五
日
か
ら
一
九
日
間
、
延
長
さ
れ
た
。
モ
デ
ィ
氏

は
一
四
日
、「
経
済
的
影
響
は
大
き
い
が
、人
命
に
は
変
え
ら
れ
な
い
」

と
理
解
を
求
め
た
。
感
染
者
は
こ
の
日
、一
万
人
に
達
し
た
も
の
の
、

「
米
欧
と
比
べ
れ
ば
ま
だ
制
御
で
き
て
い
る
」（
イ
ン
ド
公
衆
衛
生
財

団
の
感
染
症
専
門
家
、
ス
レ
シ
ュ
・
パ
テ
ィ
氏
）
と
、
封
鎖
は
効
果

的
と
の
見
方
が
支
配
的
だ
っ
た
。

　

実
際
、
当
初
の
悲
観
的
な
見
通
し
を
覆
し
、
四
月
末
の
感
染
者
は

三
万
三
六
一
〇
人
、
死
者
数
は
一
〇
七
五
人
と
、
米
欧
と
比
べ
る
と

少
な
く
、
議
論
を
呼
ん
だ
。

　

米
Ｃ
Ｎ
Ｎ
に
よ
る
と
二
八
日
時
点
で
、
一
〇
〇
万
人
当
た
り
の

死
者
は
米
国
が
一
七
五
人
を
超
え
、
イ
ン
ド
は
〇
・
七
六
人
だ
っ
た
。

専
門
家
の
間
で
は
、
平
均
年
齢
が
推
計
二
八
・
四
歳
と
若
く
重
症
化

し
に
く
い
こ
と
や
、
科
学
的
な
証
明
は
な
い
も
の
の
、
結
核
予
防
の

Ｂ
Ｃ
Ｇ
ワ
ク
チ
ン
を
一
律
接
種
す
る
効
果
と
の
見
方
が
出
た
。

　

一
方
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
数
は
四
月
中
一
〇
〇
万
件
に
届
か
ず
、
実
際

の
感
染
者
は
よ
り
多
い
と
の
見
方
は
根
強
い
。
医
師
ら
が
感
染
し
て

い
る
、
と
住
民
に
襲
わ
れ
、
検
査
が
で
き
な
い
事
態
も
続
発
し
た
。

迫
る
医
療
崩
壊
、
貧
困
層
を
直
撃
す
る
封
鎖

　

五
月
に
入
る
と
、
感
染
者
が
急
増
し
、
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
現

実
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。政
府
は
四
日
か
ら
一
七
日
ま
で
二
週
間
、

封
鎖
の
再
延
長
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
新
規
感
染
者
は
五
日
、
過
去

最
多
の
三
九
〇
〇
人
を
記
録
し
た
。
鉄
道
大
国
の
イ
ン
ド
は
、
鉄
道

車
両
や
日
印
高
速
鉄
道
の
施
設
ま
で
隔
離
施
設
な
ど
に
改
修
し
て
備

え
た
が
、
地
元
紙
ミ
ン
ト
（
電
子
版
）
は
四
月
二
九
日
、
五
月
後
半

に
も
感
染
者
が
多
い
州
で
隔
離
用
の
ベ
ッ
ド
や
人
工
呼
吸
器
の
不
足

が
深
刻
化
し
、
医
療
崩
壊
に
陥
る
可
能
性
が
あ
る
と
報
じ
た
。

　

封
鎖
は
出
稼
ぎ
労
働
者
や
貧
困
層
を
直
撃
し
た
。
首
都
ニ
ュ
ー
デ

リ
ー
の
建
設
現
場
で
働
い
て
い
た
ラ
ム
・
ク
マ
ー
ル
さ
ん
（
四
一
）

は
失
業
し
、
労
働
者
用
テ
ン
ト
村
が
閉
鎖
さ
れ
、
住
ま
い
も
失
っ
た
。

所
持
金
は
一
三
五
〇
ル
ピ
ー
（
約
一
九
〇
〇
円
）
し
か
な
く
、
無
料

配
給
の
食
事
を
探
し
て
さ
ま
よ
っ
て
い
た
。
七
〇
〇
キ
ロ
離
れ
た
町

に
住
む
妻
子
は
電
話
で
「
小
麦
を
買
う
お
金
が
な
い
」
と
訴
え
た
。

　

手
頃
な
値
段
で
食
事
が
で
き
る
屋
台
も
閉
ま
り
、
餓
死
を
避
け
る

た
め
帰
郷
を
強
行
す
る
失
業
者
ら
も
い
た
。
首
都
近
郊
の
幹
線
道
路

で
は
夜
中
、
大
き
な
袋
を
持
っ
て
首
都
か
ら
脱
出
し
よ
う
と
歩
く
子

ど
も
や
家
族
と
次
か
ら
次
へ
と
す
れ
違
っ
た
。
気
温
が
四
〇
度
を
超
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し
た
日
も
あ
り
、
過
酷
な
行
程
で
命
を
落
と
す
人
も
出
た
。
失
業
者

に
よ
る
暴
動
も
起
き
た
。
政
府
は
四
月
か
ら
八
億
人
に
米
や
豆
を
支

給
し
始
め
た
が
、
さ
ま
よ
う
失
業
者
に
届
く
か
は
わ
か
ら
な
い
。

社
会
的
距
離
が
近
い
国
民
性
に
よ
る
影
響
は

　

厳
し
い
対
応
に
も
関
わ
ら
ず
、
な
ぜ
感
染
者
数
は
増
加
し
続
け
る

の
か
。
一
つ
は
封
鎖
前
の
三
月
に
イ
ス
ラ
ム
教
団
体「
タ
ブ
リ
ー
ギ
・

ジ
ャ
マ
ー
ト
」
が
首
都
で
開
い
た
集
会
だ
。
全
国
や
東
南
ア
ジ
ア
か

ら
人
が
集
ま
っ
て
集
団
感
染
が
起
き
、
地
元
に
戻
る
こ
と
で
拡
散
し

た
。
関
連
感
染
者
は
四
月
中
旬
、
二
〇
を
超
す
州
な
ど
で
四
〇
〇
〇

人
超
に
上
っ
た
。
こ
れ
を
政
治
家
が
「
コ
ロ
ナ
ジ
ハ
ー
ド
（
聖
戦
）」

「
犯
罪
」
と
呼
び
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
に
対
す
る
憎
悪
の
引
き
金
を
引

い
た
。

　

二
つ
目
は
、「
三
密
」
状
態
の
ス
ラ
ム
だ
。
商
都
ム
ン
バ
イ
に
あ

る
ア
ジ
ア
最
大
級
の
ダ
ラ
ビ
地
区
の
ス
ラ
ム
が
象
徴
的
だ
。
通
り
は

す
れ
違
う
の
が
や
っ
と
で
、
六
畳
ほ
ど
の
家
に
一
〇
人
暮
ら
し
も
珍

し
く
な
い
。
必
須
労
働
者
と
し
て
都
市
を
支
え
る
人
が
多
く
、
公
衆

ト
イ
レ
も
共
同
利
用
す
る
た
め
、外
出
と
感
染
リ
ス
ク
が
減
ら
な
い
。

支
援
者
を
介
し
た
感
染
疑
い
も
起
き
た
。
ム
ン
バ
イ
の
あ
る
マ
ハ
ラ

シ
ュ
ト
ラ
州
の
感
染
者
数
は
五
月
上
旬
、
全
国
の
三
分
の
一
近
く
を

占
め
、
最
多
と
な
っ
た
。

　

最
も
深
刻
な
の
は
、
社
会
的
距
離
を
無
視
す
る
一
部
国
民
だ
。
感

染
拡
大
の
温
床
と
言
え
る
。
政
府
が
四
日
、
酒
店
の
営
業
再
開
を
許

可
す
る
と
、
市
民
が
体
を
密
着
さ
せ
な
が
ら
大
行
列
を
作
っ
た
。
必

要
以
上
の
人
数
で
買
い
出
し
に
出
か
け
、
無
症
状
感
染
者
が
感
染
源

に
な
る
ケ
ー
ス
も
出
て
い
る
。
長
期
間
の
外
出
制
限
で
ス
ト
レ
ス
が

た
ま
る
の
は
理
解
で
き
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
我
慢
が
リ
セ
ッ
ト
さ
れ

か
ね
な
い
状
況
だ
。
全
イ
ン
ド
医
科
学
研
究
所
の
医
師
で
公
衆
衛
生

が
専
門
の
ス
リ
ニ
バ
ス
・
ラ
ジ
ク
マ
ー
ル
氏
は
「
全
土
封
鎖
は
感
染

拡
大
を
抑
止
す
る
だ
け
で
、
感
染
を
終
わ
ら
せ
る
わ
け
で
は
な
い
。

真
の
戦
い
は
こ
れ
か
ら
始
ま
る
」
と
指
摘
す
る
。

経
済
活
動
再
開
で
試
さ
れ
る
モ
デ
ィ
首
相

　

モ
デ
ィ
政
権
は
、
感
染
が
集
中
し
て
い
な
い
地
域
で
は
、
四
月

二
〇
日
以
降
、
農
業
や
イ
ン
フ
ラ
（
社
会
基
盤
）
開
発
な
ど
の
経
済

活
動
の
再
開
を
認
め
た
。
五
月
一
二
日
に
は
、
二
八
兆
円
規
模
の
経

済
対
策
を
発
表
し
た
。
経
済
優
先
を
掲
げ
る
モ
デ
ィ
政
権
が
経
済
へ

の
打
撃
を
少
し
で
も
抑
え
よ
う
と
し
た
た
め
だ
。
新
型
コ
ロ
ナ
前
の

経
済
は
一
四
年
五
月
の
モ
デ
ィ
政
権
発
足
以
降
、
最
低
水
準
に
落
ち

込
み
、
失
業
率
は
過
去
四
五
年
で
最
悪
だ
っ
た
。
そ
こ
に
新
型
コ
ロ

ナ
が
追
い
打
ち
を
か
け
た
。
世
界
銀
行
は
今
年
四
月
、
二
〇
二
〇
年

度
の
イ
ン
ド
の
国
内
総
生
産
（
Ｇ
Ｄ
Ｐ
）
成
長
率
見
通
し
を
一
・
五
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～
二
・
八
％
と
、一
月
時
点
の
五
・
八
％
か
ら
大
幅
に
下
方
修
正
し
た
。

　

影
響
は
日
系
企
業
に
も
広
が
る
。
日
本
貿
易
振
興
機
構
（
ジ
ェ
ト

ロ
）
が
四
月
下
旬
、一
四
四
一
社
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、

八
二
・
三
％
が
「
事
業
へ
の
支
障
が
出
て
い
る
」、
六
割
が
「
資
金
繰

り
に
支
障
あ
り
」
と
答
え
た
。
製
造
業
で
は
、
通
常
生
産
を
維
持
で

き
た
会
社
は
な
く
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
（
供
給
網
）
へ
の
支
障
は

九
割
に
上
っ
た
。
感
染
拡
大
と
封
鎖
を
受
け
、
駐
在
員
と
家
族
は
臨

時
便
で
次
々
と
帰
国
し
て
い
る
。

　

政
府
は
経
営
体
力
が
弱
っ
た
国
内
企
業
の
買
収
を
防
ぐ
対
策
を
講

じ
、「
国
境
を
接
す
る
国
」
か
ら
の
海
外
直
接
投
資
に
は
政
府
の
認

可
を
義
務
づ
け
た
。
最
大
の
脅
威
で
あ
る
中
国
を
意
識
し
た
の
は
明

白
だ
。
重
要
企
業
や
有
望
な
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
が
チ
ャ
イ
ナ
マ
ネ
ー

の
標
的
に
な
れ
ば
、
安
全
保
障
上
の
懸
念
と
な
る
可
能
性
も
あ
る
。

　

モ
デ
ィ
氏
は
、
昨
年
四
～
五
月
の
総
選
挙
で
、
自
ら
を
対
立
す
る

パ
キ
ス
タ
ン
に
空
爆
を
行
っ
た
「
強
い
指
導
者
」
と
強
調
し
て
歴
史

的
圧
勝
を
収
め
た
。
一
強
を
謳
歌
し
、
ヒ
ン
ズ
ー
至
上
主
義
を
掲
げ

る
与
党
イ
ン
ド
人
民
党
の
支
持
基
盤
を
意
識
し
た
政
策
を
進
め
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
が
世
界
的
問
題
と
な
っ
て
以
降
は
、
米
ト
ラ
ン
プ
大

統
領
が
治
療
薬
と
し
て
推
奨
す
る
抗
マ
ラ
リ
ア
薬
を
二
五
ヵ
国
に
、

症
状
を
和
ら
げ
る
と
い
わ
れ
る
解
熱
鎮
痛
薬
を
三
一
ヵ
国
に
輸
出
す

る
な
ど
「
薬
外
交
」
で
存
在
感
を
示
す
。

　

喫
緊
の
課
題
は
、
感
染
拡
大
を
止
め
る
こ
と
だ
。
国
民
に
社
会
的

距
離
を
保
つ
こ
と
を
徹
底
さ
せ
、
痛
み
も
と
も
な
う
措
置
を
断
行
で

き
る
か
が
問
わ
れ
、
国
民
も
試
さ
れ
る
。
増
加
が
鈍
化
し
な
い
中
、

外
出
制
限
を
緩
和
し
過
ぎ
れ
ば
、
も
と
も
と
の
社
会
的
距
離
が
近
い

国
民
性
ゆ
え
に
、状
況
は
悪
化
す
る
可
能
性
が
高
い
。
手
こ
ず
れ
ば
、

経
済
の
長
期
低
迷
を
招
い
て
国
際
的
な
存
在
感
が
低
下
す
る
恐
れ
が

あ
る
。
イ
ン
ド
太
平
洋
地
域
に
お
け
る
中
国
の
進
出
拡
大
に
つ
な
が

り
、
イ
ン
ド
の
役
割
に
期
待
す
る
日
米
の
安
全
保
障
戦
略
に
も
影
響

を
及
ぼ
す
。

　

モ
デ
ィ
氏
が
厳
し
い
決
断
を
下
せ
る
か
は
不
透
明
だ
。
一
九
年

一
一
月
の
東
ア
ジ
ア
地
域
包
括
的
経
済
連
携
（
Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｐ
）
首
脳
会

議
で
イ
ン
ド
は
、
一
六
ヵ
国
に
よ
る
合
意
の
目
前
、
突
如
、
交
渉
離

脱
を
表
明
し
た
。
モ
デ
ィ
氏
が
自
ら
の
支
持
基
盤
で
あ
る
農
民
ら
を

中
心
と
す
る
反
対
デ
モ
に
屈
し
た
形
で
、
以
来
、「
も
う
痛
み
を
伴

う
改
革
は
で
き
な
い
」
と
の
見
方
が
く
す
ぶ
る
。

　

余
裕
は
あ
ま
り
な
い
。
こ
の
一
年
、経
済
施
策
と
予
算
を
投
入
し
、

打
て
る
手
は
限
ら
れ
る
。
モ
デ
ィ
氏
は
封
鎖
開
始
か
ら
四
日
後
、
不

満
を
強
め
る
失
業
者
ら
に「
す
べ
て
の
同
胞
に
心
か
ら
謝
罪
し
た
い
」

と
わ
び
、
神
経
質
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
今
後
は
封

鎖
が
長
引
く
ほ
ど
、
解
除
を
求
め
る
国
民
か
ら
の
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
が

強
ま
る
の
は
確
実
だ
。
モ
デ
ィ
氏
の
か
じ
取
り
が
試
さ
れ
る
。
●




